
「グリーンボンド」の市場が急拡大しています。グリーンボンドとは、国際機関や民間企業、公共団
体などが資金を調達する際に発行する債券の一種です。グリーンボンドは調達資金の使い道が、気候変
動、水資源、生物多様性対策など、環境に好影響を及ぼす事業活動に限定されているほか、調達資金の
使途の追跡・管理やレポーティングによる投資家への透明性の確保といった制約があるのが特徴です。

もともとは再生可能エネルギー・省エネルギー事業の資金調達を目的として、欧州投資銀行が2007年
に発行した「気候問題への認知度を高めるための債券（Climate Awareness Bond）」が始まりとされ、
その後、世界銀行が同種の事業のための債券を「グリーンボンド」という名称で発行しました。地球環
境や貧困問題に関する国際目標を定めた「SDGs」や地球温暖化対策の国際的枠組みを定めた「パリ協
定」などによる環境問題への関心の高まりから、世界銀行などの国際機関のみならず民間企業や地方自
治体による発行も増加し、グリーンボンドの発行市場規模は、2012年の31億ドルから、2019年には
2,575億ドルと約83倍となりました（図表１）。

日本法人でも、2014年の日本政策投資銀行による起債を皮切りに、メガバンクグループによる米ド
ルやユーロ建てでの発行事例が続き、近時は一般の事業法人や投資法人による円建ての発行事例も増
え、グリーンボンドが浸透してきました（図表２）。

グリーンボンドは、発行者には①環境事業に積極的であることをアピールできる、②新たな投資家
層との関係構築や比較的好条件での資金調達が期待できる、また、投資家には①株式や債券などの資
産との価格連動性が低いことから分散投資によるリスク低減が期待できる、②投資による収益獲得の
機会と地球環境への貢献を両立できる、といったメリットがあります。

国家によるグリーンボンドの発行も相次いでおり、ポーランドが2016年12月に初めて発行し、主要
先進国ではフランスが2017年１月に75億ユーロを発行するなど、2019年までに10か国が発行しまし
た。ドイツも今年、約100億ユーロを発行する計画を明らかにしており、こうした動きが市場拡大に弾
みをつけるとみられます。日本では年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）がグリーンボンドへの本
格投資を開始する方針を示すなど、環境意識の高まりがマネーの世界に新たな潮流を生んでいます。
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図表１ 世界のグリーンボンド発行金額の推移

（資料）環境省｢グリーンボンド発行促進プラットフォーム｣を基に三十三総研作成

図表１ ロコトレはたった２つの運動です。
毎日続けましょう！
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図表２ 日本のグリーンボンド発行事例と
グリーンボンド発行金額・件数の推移

（資料）環境省｢グリーンボンド発行促進プラットフォーム｣を基に三十三総研作成
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ロコモティブシンドロームとは
エレベーターや車を使う便利な現代社会にお

いて、人類は足腰を使う機会が少なくなってい
ます。全世代の方々に注意が必要です。ロコモ
ティブシンドローム（以後、ロコモとする）と
は、日本語では“運動器症候群”といい、運動
器の衰えによって要介護になりやすい状態を表
す言葉です。日本は世界でトップクラスの長寿
国です。年齢を重ねても自分の脚で歩き充実し
た生活を送ることは、誰もが理想とするところ
でしょう。しかし実際には、介護が必要となる
人が少なくありません。長寿であるということ
は、それだけ長い期間、運動器を使用し続ける
ことです。年齢とともに運動器が衰え、ロコモ
になる可能性が高くなるのは避けられない問題
です。

ロコモの原因
主な原因には、「骨や関節の病気」「筋力の

低下」「バランス能力の低下」の３つがあり、
「立つ」「歩く」といった動作が困難となった
り、転倒や骨折のリスクが高くなったりするの
です。そのうち、「骨や関節の病気」のなかで
も頻度の高い病気の１つとして、“骨粗しょう
症”が挙げられます。すなわち、骨粗しょう症
を予防することは将来ロコモになるリスクを下
げることにつながるのです。

骨粗しょう症による骨折
骨粗しょう症は骨密度が低下する病気で骨が

もろくなります。そのため、軽く転んだだけで
骨折するリスクが高くなり、骨折した場合も治
癒に時間がかかります。安静にする期間が長引
いて寝たきりとなるケースも少なくありません。

ロコモを予防するロコトレと日常生活の工夫
日常で適切なロコトレ（図表１）と日常生活

の中で少し体を動かす工夫をすれば、高齢者で
も筋力を維持したり回復したりできます。いま
からでは遅いとあきらめずに、運動器の維持・
回復に取り組んでみてはいかがでしょうか。ロ
コトレは「片脚立ち」と「スクワット」を行い
ます。主にバランス能力や筋力を鍛えますが、
結果として筋肉だけでなく、骨や関節、神経な
ど加齢とともに弱くなっていく運動器を鍛える
ことを目的としています。２つの運動を毎日続
けましょう。

日常生活の工夫は、①歩幅を広くして速歩き
する。②エレベーターやエスカレーターではな
く階段を使う。③地域の体作りイベントに参加
する。

上記を実施する上での注意点
体を動かす時間を少しずつ増やす。体調が悪

い時は無理をしない。やっていくうちに痛みが
生じたり、様子がおかしい場合は、医師などの
専門家に相談する。
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いつまでも自分の足で歩くために
～ロコトレでロコモを予防しましょう～

 ～環境意識の高まりがマネーの世界に新たな潮流を生む～
グリーンボンド
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発行体 発行時期 発行金額 資金使途

東 京 都
2017年10月 100億円 五輪関連施設の環境対策、スマートエネルギー都市づく

り、気候変動影響への適応、公園整備による緑化等2018年10月 100億円
2019年10月 100億円 都有施設、道路の照明の LED化、上下水道施設の省エネ化

大 王 製 紙 2018年10月 200億円 難処理古紙の有効活用に関する設備及びバイオマスボイ
ラーによる発電設備

東 京 建 物 2019年  3月 500億円 グリーンビルディングの取得・建設資金及び当該資金の
リファイナンス

ト ヨ タ
ファイナンス 2019年  4月 600億円

トヨタ販売店が扱うハイブリッド車や燃料電池車（FCV）
などの低公害車向けのクレジット /リース資金のリファ
イナンスや販売店向け融資資金に充当

三井不動産 2019年  9月 500億円 「日本橋室町三井タワー」の保留床取得資金のリファイナンス資金

日 本 電 産 2019年11月 1,000億円 電気自動車向け駆動用モーターの製造に関連する設備投
資及び研究開発費
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